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８．PM2.5成分自動測定機 ACSA-14測定結果の利用 

これまでの黄砂実態解明調査では、成分濃度の情報として、自治体による全国の PM2.5 成分分析を利

用していたが、自治体による PM2.5 成分分析調査は黄砂飛来時と一致することが少なく、黄砂時の成分

に関する情報が不足していた。また、福岡県の自動測定機（SPA）による PM2.5 中の SO42-（硫酸イオ

ン）濃度の１時間値を利用して、黄砂と人為起源系汚染物質との混在状況を確認していたが、全国的な

混在状況は不明のままであった。 

このような中、環境省では、PM2.5 成分自動測定機を全国の複数地点に配置し、2017 年 4 月から継

続的な測定を開始しており、このうち、ACSA では、全国 10 地点で PM2.5 や粗大粒子中の SO42-、NO3-

（硝酸イオン）などを測定している。PM2.5 中の成分測定結果については、事例解析で前述したとおり

であるが、ここでは PM2.5 中の成分のほか、粗大粒子の成分などの利用について検討を行った。 

なお、ACSA の詳細は、「４．２ 解析方法（９）PM2.5 自動測定器 ACSA-14」（12 ページ）に前述

したとおりである。本検討では ACSA のデータのうち、PM2.5、PM10、SO42-、NO3-を使用するものと

し、微小粒子（PM2.5）と粗大粒子（PM10-2.5）の成分が区別できるよう、下表に従って表記する。 

 

 硫酸イオン 硝酸イオン 

微小粒子側の成分 

(PM2.5) 

fSO42- 

（図表中では fSO4 と表記） 

fNO3- 

（図表中では fNO3 と表記） 

粗大粒子側の成分 

（PM10-2.5） 

cSO42- 

（図表中では cSO4 と表記） 

cNO3- 

（図表中では cNO3 と表記） 
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８．１ 年平均値 

 ACSA の測定項目について、黄砂時における PM10 及び、PM2.5 中の成分濃度の高低を評価するに

あたり、まず各項目の年平均値を、地点別にまとめた。結果は表 8-1-1 と図 8-1-1 のとおりである。 

PM10 は、日本の西側ほど濃度が高い傾向を示し、特に隠岐や五島の離島で高いことが特徴である。 

また、fSO42-も同様に西側ほど濃度が高い傾向を示すが、特異的に赤穂が高く、赤穂は地域的な影響が

強い地域であると考えられる。 

一方で fNO3-は、東京、名古屋、大阪、赤穂などの都市部で高い傾向がみられた。 

 

 

表 8-1-1 年平均値                           （単位：μg/m3） 

 札幌 巻 箟岳 東京 名古屋 大阪 赤穂 隠岐 五島 福岡 

PM2.5 10.8 9.6 10.0 13.8 14.2 13.8 11.3 11.9 13.6 12.9 

PM10 19.6 20.9 18.5 25.6 23.9 25.1 23.0 30.8 33.4 26.4 

fNO3 0.9 0.5 0.6 1.7 1.3 1.5 1.4 0.8 0.9 1.1 

fSO4 2.0 2.0 1.9 2.5 2.8 3.2 4.5 3.3 4.2 4.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-1 年平均値 
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８．２ 黄砂時における粗大粒子の成分濃度 

ACSA では、PM2.5 だけでなく、粗大粒子側（PM10-PM2.5）の成分濃度も同時に測定している。

黄砂時には、粗大粒子の濃度が高くなることが知られているため、ここでは 2017 年度に気象台で観測

された黄砂の 2 事例について、粗大粒子の成分濃度を PM10 と比較した。さらに PM2.5 の成分濃度も

併記し、PM2.5 と粗大粒子の成分濃度の比較も行った。 

 

（１）2017年 5月 6日～8日 

 ５月の黄砂事例では、福岡と五島で、5 月 6 日の PM10 が上昇する前の 5 月 5 日に PM2.5 の fSO42-

が上昇している。また、巻では 5 月 6 日の PM10 上昇とともに fSO42-が上昇している。これらの地点

では、いずれも fSO42-は上昇した後、減少に転じており、5 月 7 日は濃度が低い状況である。なお、粗

大粒子の cSO42-で、大きな増加は確認されない。 

 また、PM2.5 の fNO3-は、いずれの地点も濃度が低い状況であるものの、粗大粒子の cNO3-は、特に

隠岐や五島で PM10 の変化と同期しており、一時 10μg/m3程度となっていた。 
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図 8-2-1 PM10並びに PM2.5と粗大粒子の成分の経時変化 
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（２）2018年 3月 28日～29日 

 3 月の事例では、黄砂の観測が札幌と青森のみであるため、北日本のみの濃度推移を示した。 

この期間、硫酸イオンは、札幌で欠測となっているが、巻と箟岳で、PM2.5 の f SO42-が上昇してお

り、巻では 3 月 29 日に PM10 が最大値を示す直前に、f SO42-の最大値がみられた。一方で、巻、箟岳

ともに粗大粒子の c SO42-では濃度上昇が確認されない。 

 札幌の硝酸イオンをみると、PM10 の最大値が観測された 3 月 29 日前の 3 月 27 日から 28 日にかけ

て f SO42-の極大値が観測された。さらに札幌における粗大粒子の cNO3-では、PM10 の変化と同期し

ており、最大で 10μg/m3程度の濃度が観測された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-2-2 PM10並びに PM2.5と粗大粒子の成分の経時変化 

 

 

 

 

両黄砂事例ともに、複数地点において、黄砂飛来前に PM2.5 の成分濃度が上昇する様子が見られ

た。植松ら (2002)は、長崎でのステップサンプラーを用いた 2 時間毎のエアロゾル測定値から、人為

起源の硫酸塩濃度と黄砂粒子の飛来には数時間の時間差が見られる場合があることを指摘している 33)

が、ACSA-14 の測定結果においても、同様の現象が確認された。 

また、粗大粒子の成分では、硝酸イオンが PM10 と同時に上昇する現象がみられ、硝酸イオンが黄

砂に付着していた可能性があると考えられる。 
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８．３ PM2.5と PM10の比 

 これまでの黄砂調査では、気象台で観測された黄砂日と大規模煙霧日について、日別に PM2.5/SPM

をとりまとめていた。黄砂時には粗大粒子が多くなる傾向にあるため、比率が低くなり、一方で人為起

源系の汚染物質が多くなると、比率は高くなる。 

PM10 は SPM よりも粗大な粒子の量的指標となるため、黄砂時の PM2.5/PM10 は、PM2.5/SPM よ

りも顕著に変化が見られる可能性がある。そこで、ここでは PM2.5/PM10 についてのとりまとめを行

う。 

 

（１）年平均との比較 

 まず、年平均の PM2.5/PM10 を算出し、これと黄砂時、煙霧時の比率とを比較した。それぞれの比率

を日別に示したものを表 8-3-1 に示す。詳細は下記のとおりであるが、黄砂時の PM2.5/PM10 は、年平

均よりも低くなった。一方、大規模煙霧時には、全体的に年平均よりも高くなる傾向にあった。 

 

① 年平均 

2017 年度における PM2.5/PM10 は、10 地点平均で 0.52 であり、地点別にみると 0.41～0.61 であっ

た。 

 

② 気象台で黄砂が観測された日 

気象台で黄砂が観測された日について、5 月 6 日から 5 月 8 日は、10 地点平均で 0.29～0.42 と年平

均の 0.52 よりも低く、地点別でも全国的に低い状況であった。 

3 月 28 日から 3 月 29 日は、10 地点平均で 0.52～0.58 と年平均以上であるが、黄砂が観測された札

幌をみると、特に 3 月 29 日に 0.41 と低い値で、札幌の年平均 0.59 を大きく下回った。 

  

③ 気象台で大規模煙霧が観測された日 

気象台で大規模煙霧が観測された 26 日間をみると、10 地点平均が 0.42～0.67 となり、黄砂時より高

い傾向がみられた。このうち最も高い値（0.67）を示した日は、2018 年 1 月 22 日である。このとき東

京の 0.84 をはじめとして、名古屋や札幌で高い値を示した。ただし、煙霧日において PM2.5/PM10 が

低い日もみられた。 
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表 8-3-1 黄砂時、大規模煙霧時における PM2.5/PM10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

（２）PM2.5/SPMとの比較 

 PM2.5/PM10 と PM2.5/SPM との比較は、表 8-3-2～3 に示したとおりである。これまでの調査にお

ける PM2.5/SPM は、黄砂が観測された測定地点の平均で示していたため、PM2.5/PM10 も同様にし

た。 

 PM2.5/SPM は、黄砂時に 0.66～0.81、煙霧時に 0.69～0.98 が示された。 

 一方、PM2.5/PM10 は、黄砂時に 0.29～0.58、煙霧時に 0.42～0.67 であった。 

PM2.5/SPM では黄砂時と煙霧時の最小値の差が 0.03、最大値の差が 0.17 であったが、

PM2.5/PM10 では黄砂時と煙霧時の最小値の差が 0.13、最大値の差が 0.09 となり、最小値で差が大き

くなった。このように黄砂時においては、PM2.5/SPM より PM2.5/PM10 で顕著な差が見られた。た

だし、その一方で、煙霧時においては、PM2.5/SPM で顕著な差があることから、黄砂と煙霧を検討す

る場合には、PM2.5/SPM と PM2.5/PM10 の両者を集計することが有効と考えられる。 

  

札幌 巻 箟岳 東京 名古屋 大坂 赤穂 隠岐 五島 福岡 平均

0.59 0.49 0.57 0.57 0.61 0.56 0.47 0.41 0.42 0.5 0.52

2017.05.06 0.41 0.38 0.51 0.45 0.57 0.43 0.36 0.32 0.33 0.47 0.42

2017.05.07 0.2 0.21 0.32 0.45 0.32 0.32 0.3 0.26 0.24 0.28 0.29

2017.05.08 0.26 0.25 0.34 0.37 0.37 0.38 0.37 0.3 0.26 0.39 0.33

2018.03.28 0.58 0.64 0.61 0.62 0.67 0.6 0.6 0.46 0.47 0.53 0.58

2018.03.29 0.41 0.51 0.57 0.58 0.62 － 0.56 0.39 0.51 0.57 0.52

2017.05.30 0.48 0.57 0.53 0.51 0.65 0.6 0.54 0.39 0.37 0.57 0.52

2017.05.31 0.48 0.55 0.57 0.5 0.6 0.58 0.56 0.5 0.52 0.57 0.54

2017.06.01 0.56 0.48 0.42 0.47 0.66 0.65 0.62 0.5 0.46 0.62 0.54

2017.06.02 0.46 0.32 0.47 0.44 0.52 0.53 0.39 0.22 0.43 0.43 0.42

2018.01.16 0.8 0.59 0.51 0.74 0.64 0.63 0.68 0.37 0.21 0.47 0.56

2018.01.17 0.76 0.55 0.7 0.66 0.58 0.44 0.52 0.24 0.33 0.33 0.51

2018.01.18 0.72 0.36 0.73 0.73 0.59 0.54 0.26 0.44 0.59 0.51 0.55

2018.01.19 0.78 0.46 0.62 0.63 0.58 0.49 0.5 0.49 0.55 0.55 0.57

2018.01.20 0.75 0.54 0.6 0.57 0.62 0.54 0.57 0.41 0.48 0.49 0.56

2018.01.21 0.72 0.51 0.55 0.66 0.6 0.51 0.54 0.43 0.53 0.49 0.55

2018.01.22 0.79 0.7 0.63 0.84 0.72 0.65 0.61 0.53 0.58 0.62 0.67

2018.01.23 0.73 0.59 0.77 0.77 0.7 0.55 0.52 0.46 0.56 0.45 0.61

2018.02.24 0.68 0.6 0.71 0.65 0.71 0.61 0.6 0.52 0.62 0.58 0.63

2018.02.25 0.74 0.74 0.81 0.66 0.75 0.61 0.62 0.56 0.52 0.58 0.66

2018.02.26 0.75 0.72 0.79 0.57 0.65 0.63 0.65 0.49 0.51 0.5 0.63

2018.02.27 0.81 0.67 0.73 0.56 0.64 0.63 0.59 0.46 0.47 0.5 0.61

2018.02.28 0.86 0.57 0.76 0.58 0.61 0.59 0.55 0.5 0.27 0.52 0.58

2018.03.01 0.82 0.54 0.51 0.6 0.49 0.45 0.28 0.35 0.43 0.39 0.49

2018.03.24 0.41 0.72 0.63 0.6 0.68 0.59 0.56 0.48 0.55 0.51 0.57

2018.03.25 0.63 0.54 0.62 0.65 0.66 0.64 0.62 0.49 0.49 0.59 0.59

2018.03.26 0.53 0.58 0.63 0.61 0.7 0.67 0.61 0.45 0.46 0.56 0.58

2018.03.27 0.51 0.67 0.56 0.62 0.66 0.65 0.61 0.5 0.47 0.54 0.58

2018.03.28 0.58 0.64 0.61 0.62 0.67 0.6 0.6 0.46 0.47 0.53 0.58

2018.03.29 0.41 0.51 0.57 0.58 0.62 － 0.56 0.39 0.51 0.57 0.52

2018.03.30 0.46 0.52 0.6 0.39 0.51 0.53 0.45 0.45 0.39 0.39 0.47

2018.03.31 0.5 0.66 0.66 0.47 0.55 0.46 0.5 0.52 0.36 0.43 0.51

年平均

地点

気象台黄砂

気象台煙霧
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表 8-3-2 2017年度の黄砂日一覧     

事例 年 月 日 PM2.5/SPM PM2.5/PM10 

1 

2017 5 6 0.66 0.42 

2017 5 7 0.67 0.29 

2017 5 8 0.70 0.33 

2 
2018 3 28 0.81 0.58 

2018 3 29 0.79 0.41 
 
※「PM2.5/SPM」は測定局毎に PM2.5/SPM を算出し、それを平均したものであり、 

表中の「SPM 平均濃度」と「PM2.5 平均濃度」から算出したものではない。 

 

 

表 8-3-3 2017年度の煙霧日一覧    

事例 年 月 日 PM2.5/SPM PM2.5/PM10 

1 2017 

5 
30 0.80 0.52 

31 0.75 0.54 

6 
1 0.77 0.54 

2 0.77 0.42 

2 2018 1 

16 0.98 0.56 

17 0.72 0.51 

18 0.82 0.55 

19 0.85 0.57 

20 0.91 0.56 

21 0.93 0.55 

22 0.87 0.67 

23 0.91 0.61 

3 2018 

2 
 

24 0.90 0.63 

25 0.88 0.66 

26 0.86 0.63 

27 0.74 0.61 

28 0.82 0.58 

3 1 0.77 0.49 

4 2018 3 

24 0.80 0.57 

25 0.86 0.59 

26 0.85 0.58 

27 0.83 0.58 

28 0.78 0.58 

29 0.79 0.52 

30 0.74 0.47 

31 0.69 0.51 
 
※「PM2.5/SPM」は測定局毎に PM2.5/SPM を算出し、それを平均したものであり、 

表中の「SPM 平均濃度」と「PM2.5 平均濃度」から算出したものではない。 
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９．人工衛星データの利用 

黄砂は、大陸で発生した砂塵嵐が偏西風によって日本へ飛来することが知られている。黄砂は、日本

へ飛来する際に様々な経路をとり、その経路によって黄砂に混在する大気汚染物質の質や量が異なるこ

とが考えられる。黄砂の飛来経路については、現状では CFORS によるモデル計算や、後方流跡線によ

る気流の流れで評価しているが、実際の黄砂の経路は不明である。そこで、ここでは地球観測用の人工

衛星のデータを活用し、黄砂の捕捉について検討を行う。 

 

９．１ 国内外における地球観測人工衛星の概要 

 黄砂の捕捉に適用できる可能性がある国内外の地球観測用の人工衛星について、ひまわり 8 号、

CALIPSO、MODIS の 3 機種を取り上げ、その概要をまとめた。 

  

（１）ひまわり 8号 

ひまわり 8 号は日本の気象衛星であり、気象庁で運用されている。ひまわり 8 号では、16 の観測バン

ドによる観測を実施しており、それらのバンドを利用した RGB 合成による黄砂の検出について検討を

行った。気象庁によると、ひまわり 8 号の衛星データを黄砂の検出に利用する場合、バンド 1 からバン

ド 3 を使った True Color RGB か、バンド 3 からバンド 5 を使った Natural Color RGB などが有用で

あることが紹介されている。 

2017 年 5 月 6 日～8 日で観測された黄砂事例について、5 月 7 日と 8 日のデータを Natural Color 

RGB で画像処理したものを図 9-1-1 に示すが、本黄砂事例においては、黄砂の範囲は不明瞭であった。

また、Ture Color RGB で画像処理も実施したが、Natural Color RGB と同様の結果であった。 

なお、宇宙航空研究開発機構 地球観測研究センターでは、このようなカラー画像を表示できるウェブ

サイト「JAXA ひまわりモニタ」を一般公開しており、2015 年から現在までの状況について、比較的容

易に確認することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-1-1 Natural Color RGB（左：2017.05.07 右：2017.05.08） 
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上記の方法以外では、各バンドの差分を用いた RGB 合成もある。特にバンド 11 からバンド 15 を使

って差分した Dust RGB では、黄砂を識別する方法として有効とされている。図 9-1-2 は、気象庁のホ

ームページで、人工衛星で黄砂を捉えたとして紹介された画像である。このように Dust RGB では、黄

砂などの砂塵が赤系色で示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-1-2 Dust RGB（気象庁ＨＰで紹介された 2016.3.7の黄砂） 

 

 

 

 気象庁では、2019 年 1 月 29 日から気象庁ホームページにおいて、「ひまわり黄砂監視画像」とし

て、Dust RGB 画像の公開を開始している。公開の目的は、画像をタイムリーに確認することによっ

て、地方自治体や住民の方が効果的に黄砂対策をとることができることとしており、1 時間ごとに画像

を提供している。しかしながら、「ひまわり黄砂監視画像」は、直近３日間分の画像が確認できるもの

の、それ以前についての画像は公開されておらず、過去の黄砂事例を確認する場合には、別途画像処理

を実施する必要がある。 

 

  

北海道 
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（２）CALIPSO 

 CALIPSO は、アメリカ航空宇宙局とフランス国立宇宙研究センター共同による地球観測衛星であり、

大きな特徴はライダーを搭載していることである。 

CALIPSO は地球上全体を把握するような軌道を描いていることから、常に日本付近の状況をみるこ

とは難しいが、搭載しているライダーによって黄砂の判別が容易であり、黄砂の飛来高度も判定できる。

図 9-1-3 は、2017 年 5 月に日本で観測された黄砂事例であるが、モンゴル・ゴビ砂漠付近において広範

囲で発生した黄砂が、韓国付近を経由し、日本へ飛来している様子がわかる。なお、CALIPSO は、す

でに耐用年数を過ぎており、データ提供の停止が懸念される。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-1-3  CALIPSOのデータ（左：CALIPSOの軌道、右：ライダーデータ（黄：dust）） 

 

 

（３）MODIS 

MODIS はアメリカ航空宇宙局で開発されたセンサーで、地球観測軌道衛星の Terra と Aqua に搭載

されている。観測波長帯は 0.4µm から 14.4µm の範囲に 36 のバンドを有しており、汚染物質を判別す

る手段として利用されているものの、黄砂への適用はみられない。MODIS を搭載した Terra と Aqua

も CALIPSO と同様に、耐用年数を大きく超えており、データ提供の停止が懸念される。 

 

 

  

5/7 13 時 

5/6 14 時 

5/5 15 時 
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ここで取り上げた地球観測人工衛星 3 機種について、表 9-1-1 に特徴をまとめた。このうち、CALIPSO

はライダーを搭載しており、黄砂の判別が可能であることから、最も有効性が高いと思われる。しかし

ながら、CALIPSO は打ち上げ年が 2006 年で、すでに耐用年数を大きく過ぎている。また、Terra、Aqua

（MODIS）も CALIPSO と同様にすでに耐用年数を過ぎている。したがって、これらの人工衛星は、

近くデータの提供が停止されることも懸念されるため、ここでは詳細な検討は実施しないものとした。 

 一方、ひまわり 8 号は、耐用年数に問題はない。加えて、ひまわり 8 号の Dust RGB は、比較的、黄

砂の識別が容易と考えられることから、詳細を検討することとする。 

 

 

表 9-1-1 国内外の地球観測人工衛星 

人工衛星 (1)ひまわり 8 号 (2) CALIPSO 
(3)Terra,Aqua 
（MODIS） 

国籍 日本 米・仏 米 

衛星の種類 静止衛星 極軌道衛星 極軌道衛星 

打ち上げ年 2014 2006 1999,2002 

耐用年 ≧2022 ≧2018 ≧2018 

データ Natural RGB Dust RGB 消散係数 AOT 

空間解像度 1000～2000m 1000～2000m 333m 250～1000m 

特徴 
■画像による定性
評価 

■黄砂の判別が容
易 

■画像による定性
評価 

■ライダー搭載で黄
砂判別可能。 

■汚染物質の判断で
使用可能。 

課題 

■雲などのノイズ
も含んでお
り、現状にお
いて明確な黄
砂の判定は難
しい。 

■可視バンドのた
め日中のみ利
用可能。 

■直近 3 日間より
過去の衛星画
像が公開され
ておらず、デ
ータから画像
処理する必要
がある。 

■軌道衛星のため、
黄砂の発生と経
路がわかりにく
い。 

■衛星の耐用年数が
過ぎている。 

■衛星の耐用年数が
過ぎている。 

■黄砂検出の適用に
ついて報告が見
当たらず検討が
必要。 
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９．２ ひまわり 8号 Dust RGBによる黄砂事例の検証 

 ここでは、2017 年度に観測された黄砂について、ひまわり 8 号の衛星データから Dust RGB 処理を

した画像から検証を行う。前述したとおり、Dust RGB は、ひまわり 8 号の 16 の観測バンドのうち、

バンド 11 からバンド 15 を使って差分したデータから画像処理したものである。 

  

 Dust RGB は、2019 年 1 月 29 日から気象庁ホームページにおいて、「ひまわり黄砂監視画像」とし

て公開が開始されているものの、タイムリーに画像を確認して効果的に黄砂対策を実施できることを主

な目的としているため、直近 3 日分を超える過去の画像は確認することができない。そこで、ここで

は、別途、情報通信研究機構（NICT）の「ひまわり衛星データアーカイブ」から衛星データをダウン

ロードし、画像処理を行った。 

Dust RGB の画像処理は、気象庁の処理方法に従って行った。具体的には、ひまわり 8 号の観測バ

ンド B15 と B13 の差分、B13 と B11 の差分、B13 画像を赤色、緑色、青色に割り当て、RGB 合成を

おこなった。 

 

 次に、2017 年度に観測された黄砂 2 事例（2017 年 5 月 6～8 日、2018 年 3 月 28～29）について、

ACSA の PM10 の経時変化と Dust RGB 画像（日本時間の 12 時の画像）をまとめた。 
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（１）2017年 5月 6日～8日 

 2017 年 5 月 6 日～8 日は、全国的に黄砂が観測された。本事例の PM10 の経時変化と Dust RGB を

図 9-2-1～2 に示す。 

Dust RGB では、いずれも黄砂と思われる赤い帯が日本全土を覆っている様子がみられる。なお、

ACSA の PM10 は、5 月 7 日に札幌で突出して高いが、Dust RGB では赤の濃淡はみられず、本方法

で、黄砂の濃淡の判定することは難しいと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-1 PM10の経時変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-2（1） Dust RGB 

 

 

  

2017.05.06 12 時 2017.05.07 12 時 
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図 9-2-2（2） Dust RGB 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）2018年 3月 28日～29日 

2018 年 3 月 28 日～29 日では、札幌と青森で黄砂が観測された。また、同期間は全国的に煙霧が観

測されている。本事例の PM10 の経時変化と Dust RGB は、図 9-2-3～4 に示すとおりである。 

PM10 をみると、札幌で 3 月 28 日昼過ぎから濃度が上昇している様子がみられる。一方、東京など

でも札幌と同程度の PM10 が観測されており、他の地点も高い状況である。 

これに対して、3 月 28 日 12 時の Dust RGB をみると、赤い帯が北海道を覆っている様子がみら

れ、各地点の PM10 の上昇について、札幌は黄砂の影響で、東北以南は黄砂以外による影響であるこ

とが示唆される。また、翌日の 3 月 29 日 12 時では、北海道の南側から、北陸や東海でも影響が示唆

された。 

 

  

2017.05.08 12 時 
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図 9-2-3 PM10の経時変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-2-4 Dust RGB 

 

 

 

このように、ひまわり 8 号のデータを利用することによって、黄砂と示唆されるものが、大陸から日

本へ飛来している様子を見ることができ、その範囲をある程度特定することができる。ここでは、日本

時間の 12 時のみで評価を行ったが、他の時間帯も検討することによって、黄砂飛来の経路の判断に役

立つと考えられる。加えて、日本各地に設置されているライダーとあわせて解析することによって、黄

砂の飛来高度も含めて、飛来の状況がさらに明らかになることも期待される。 

 

 

  

2018.03.28 12 時 

 

2018.03.29 12 時 
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10．今後の課題 

 本報告書では、PM2.5 成分自動測定機のうち、ACSA のデータを用いて、全国 10 地点における

SO42-のデータなどから、黄砂と汚染物質との混在について、全国的な状況を確認した。また、ひまわ

り 8 号のデータを利用することによって、黄砂の飛来状況について、視覚的に把握できることがわか

った。 

 

今後の課題として、次のような事項があげられる。 

 

○大黄砂に比べ我が国への飛来頻度が多い弱黄砂による影響が懸念されており、そのような黄砂がいつ

どこで発生しているのかを把握する高感度検出手法の確立が必要である。また、黄砂に付着して飛来

する化学物質やバイオエアロゾルによる複合的な影響も指摘されており、黄砂とともに飛来する化学

物質の状況を継続して把握していく必要がある。 

 

○黄砂現象や煙霧現象時に PM2.5 濃度が上昇し、環境基準値である日平均値 35μg/m3を超過する観測

事例が例年報告されている。PM2.5 の化学成分分析データの蓄積を進めることにより、PM2.5 の組

成成分に対する黄砂や煙霧の寄与を解明していく必要がある。 

 

○環境省が配備した PM2.5 成分自動測定機のうち、ACSA では PM2.5 の成分だけではなく、PM10

の濃度と粗大粒子の成分も同時に測定されており、今後、これらのデータを集約していくことが重要

である。また、PM2.5 成分自動測定機に加え、ライダーの黄砂消散係数やひまわり 8 号の Dust 

RGB なども含め、データの利用方法をさらに検討することにより、黄砂についてより有効な解析が

できることも期待される。 

 

○日本・中国・韓国でのモニタリング・予測、発生源対策に関する黄砂共同研究について、黄砂問題検

討会と日中韓三カ国黄砂共同研究(ワーキンググループ１)との連携を深め、海外情報の取り込みや、

日本の状況の反映など情報共有を進める必要がある。このような研究が、アジア地域全体の黄砂発生

源対策、さらには大気汚染物質との混在型黄砂の飛来率を低減化できるような公害防止型の技術協力

に寄与することも期待される。 

 

○黄砂は、これまで全国 59ヶ所の気象台において目視観測で判定されていたが、平成 31年 2月から関

東甲信地方における９ヶ所のうち８ヶ所が目視観測をやめることとなり、現在、全国 51ヶ所で黄砂

判定を行っている。過去の黄砂観測結果との継続性の確保に留意するとともに、データ解析の品質を

さらに向上させていくことが重要である。 
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